
スポーツ学部の学生が「スポーツで稼げるまち」をテーマに政策提言
―ギラヴァンツ北九州の観戦調査をもとにギラヴァンツ北九州と北九州市へ報告―

スポーツ学部の学生が主体となり、ギラヴァンツ北九州をテーマとした観戦者調査

および大学生を対象としたスポーツ観戦意識調査を実施し、その成果をもとに「ス

ポーツで稼げるまち」に向けた政策提言をまとめました。報告会は2026年3月10日

（火）に株式会社ギラヴァンツ北九州で開催され、学生5名がギラヴァンツ北九州

クラブ事業本部担当者および北九州市スポーツ振興課職員2名に対して調査結果を

報告しました。

分析では、アンケートによる数値データ（定量データ）と自由記述によるデータ

（定性データ）を組み合わせ、スポーツ学部で学ぶ統計学やデータサイエンスの

手法を用いて整理・分析を行いました。学生たちはデータに基づき、若年層の観戦

行動の特徴や観戦機会の拡大に向けた提案をまとめ、スポーツを通じたまちづくり

について考察しました。

◼️当日参加した学生

板山　光太朗（スポーツ学部3年）

太田　龍之介（スポーツ学部3年）

土山　大輝（スポーツ学部3年）

前之園　真崇（スポーツ学部3年）

横尾　龍之介（スポーツ学部3年）

▼学生たちが主体となって作成したサマリーレポートを、ギラヴァンツ北九州および北九州市へ贈呈しました。

令和7年度九州共立大学 特別教育研究費（学長政策費）プロジェクトの助成を受けて実施しました。


